
「国民の声」受付結果及び内容について
（一般受付期間（2/17～3/17受付）） 平成22年3月26日

行政刷新会議事務局
国民の声担当室

① 受付件数 １，１８７件
（※）提案内容が重複するものについても、受け付けた提案毎に１件としてカウント

② 投稿手段別
インターネット １，１７０件（９９％） 郵送 １７件（１％）

③ 提案主体別分類
個人 ９３３件（７９％） 法人・団体 ９１件（８％） その他 １６３件（１４％）

１．受付状況

３．提案内容別分類

（※） 各提案の分類は提案者の判断によるもの

２．提案受付数の推移
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個人 法人・団体 その他

行政手続きの

簡素化・迅速化,

 20件, 2%

基準や要件の見直し,

109件, 9%

規制・制度の撤廃や見直し,

 328件, 28%

その他

105件, 9%

その他,

178件, 15%

新たな事業の実施,

41件, 3%

国の組織の効率化・

サービス向上,

 51件, 4%

行政手続きの改善,

17件, 1%

事務や事業の廃止,

79件, 7%

行政のムダ排除・見直し

259件, 22%



【予算・組織】

１．官公庁等建物内での喫煙禁止
官公庁等公共施設内で喫煙を全面禁止にすることにより、分煙室の設置にかかる予算など
を削減するべき

２．宗教法人への課税
国民の義務には納税の義務があるので宗教法人の法人税の免除はおかしいのではないか

３．「トキ」の保護について
「トキ」の保護について、設備に相当に金がかかっており、絶滅した動物をあれだけ金を掛

けて復活すべきなのか不明なので、本当に必要な事業なのか廃止を含めて検討するべき

４．石綿健康被害救済法のあり方について
石綿健康被害救済法に基づく一般拠出金という、労災保険と合わせて徴収される制度がある

が、別枠であることで無駄な事務が発生しているので、石綿健康被害の救済については労災で
対応すべきではないか

４．提案の事例

【規制・制度】

１．運転免許証の受験資格（年齢）について
１６歳以上（原付）、１８歳以上（普通）が受験資格とされている運転免許については、誕生
日を待つことなく、通学手段として免許を取得できるよう、同一学年であれば４月２日から一
斉に取得可能とすべき

２．住民税について
失業状態になると、住民税を支払うことが難しくなるので、前年度ではなく同年度の所得を
もとに住民税額を算定するようにすべき

３．被成年後見人の郵便物の転送届について
被成年後見人の郵便物を成年後見人の住所へ転送する際の転送届けについて、被成年
後見人本人だけなく、成年後見人も行えるようにすべき

４．ケアマネージャーの業務について
監査のための書類作成など膨大な事務作業に追われ、本来行なうべきケアマネジメント業
務に支障を来していることから、事務負担軽減を行うべき

５．競争入札参加資格審査の申請手続きについて

申請に当たって、ほぼ同じ内容の申請書を国、各地方自治体にそれぞれ提出しなければ
ならないのは負担となっており、地方自治体も含めて一元的に受付を行う等手続きの一元
化を図るべき

６．二輪車への車検の義務づけ等
においのきつい排ガスを排出している二輪車もあるので、二輪車（250ｃｃ以下）への車検
義務付けもしくは電動化を図るべき


